
 

［成果情報名］乳牛ふん尿の堆肥化での廃食用油添加と低通気条件を組み合わせたアンモニア発生低減 

［要約］乳牛ふん尿の堆肥化処理において、廃食用油をふん尿重量の3%までの範囲で添加し、低通気

条件（開始時の材料1 m3あたり21.4 L/分相当）で堆肥化することにより、処理過程でのアンモニア

発生および窒素損失を低減することができる。 
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［背景・ねらい］ 

堆肥化処理は、有機物素材の微生物による分解、安定化を促進し、作物肥料として利用される堆

肥を製造する処理であり、我が国の畜産における家畜排せつ物の主要な処理方法である。しかしなが

ら、家畜排せつ物は炭素に比べて窒素の含有割合が過剰（C/N比＜20）であり、微生物による有機物

分解の過程で余剰の窒素が悪臭の主成分であるアンモニア（NH3）として生成、揮散する。そこで、

乳牛ふん尿の堆肥化処理において、炭素源として使用済みの食用油（廃食用油）を添加し、微生物の

増殖とそれに伴う微生物菌体への窒素の資化を促進することにより、NH3の発生を低減する技術を開

発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．実際の強制通気式の堆肥化施設での通気量は堆肥化材料1 m3あたり50〜300 L/分、一般的に≧

100 L/分である。表1に示す堆肥化試験の設定のうち、高通気条件の開始時通気量（0.55 L/分）

および低通気条件の通気量（0.3 L/分）は、処理開始時の堆肥化材料1 m3あたりそれぞれ39.2 L/

分および21.4 L/分に相当し、高通気条件は堆肥化施設での下限値に近い値、低通気条件は下限値

の半分以下の値である。 

２．堆肥化過程の堆肥化混合物の品温は、高通気条件、低通気条件のいずれにおいても、無添加対照

区に比べて廃食油添加区が高めで推移する。一方、NH3発生濃度は、高通気条件では対照区と廃食

用油添加区で大きな差はなく、低通気条件では、堆肥化期間中のNH3発生濃度は添加割合が高くな

るに従って低くなる（図1）。 

３．堆肥化開始時点で、混合物のpHは廃食油添加割合の上昇に沿って低くなり、有機物含量の概略

的な指標である強熱減量（VS, volatile solid）は逆に増加するが、これらはいずれの試験区で

も終了時までに同程度となる。一方、堆肥化期間中の窒素損失は、高通気条件では添加割合の上

昇に沿って増加するが、低通気条件では添加割合の上昇に沿って低減し、3%添加区では対照区に

比べて有意に低くなる（表2）。また、添加割合と窒素損失の間に、高通気条件では正の一次相

関、低通気条件では負の一次相関がみられる（図2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．乳牛ふん尿の堆肥化処理において、簡易なNH3発生低減方法として利用できる可能性がある。低 
通気条件で低減効果が現れることから、強制通気を伴わない自然通気堆積方式での堆肥化に有効と 

考えられる。 

２．実際の堆肥化施設により近い規模、条件での堆肥化処理でこの方法を用いてNH3発生低減を検討

し、適用条件を明らかにする必要がある。 

 

 

 

 



 

［具体的データ］ 

 
 
 
 
表 1 堆肥化試験の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 堆肥化試験での堆肥化混合物の品温およびアンモニア発生濃度の推移 

 

 

 

 

 

 

試験 試験区 1) 開始時重量 (kg) 2) 通気量 (L/分) 試験期間 

高通気条件 

対照区 (無添加) 10.00 0.55 (0～7 日目) 
0.50 (7～14 日目) 
0.45 (14～20 日目) 

20 日 

1.5%添加区 10.125 

3%添加区 10.25 

低通気条件 

対照区 (無添加) 10.00 

0.3 (全期間) 1.5%添加区 10.129 

3%添加区 10.257 

1) 線およびシンボル上のバーは SD (n = 3)． 
2) 下向きの矢印は切返し． 

※堆肥化試験は実験室規模の堆肥化試験装置（かぐやひめ（富士平工業）, 容量 14 L）を用い、表に示す高通気条
件および低通気条件の 2 通りの試験を実施した。 

1) 乳牛ふん・おがくず混合物に廃食用油をふん尿重量の 1.5%、3%添加した区、および無添加の対照区を設定。 
   廃食用油は熊本市内の産業廃棄物回収・運搬業者より入手。 
2) 開始時重量は 3 つの試験区でふん尿の量が同じになるように調整。 
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表 2 堆肥化試験の混合物の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 廃食用油添加割合と堆肥化での窒素損失の相関 

（黒田和孝） 
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 高通気量条件  低通気量条件 

 対照区 1.5%添加区 3%添加区  対照区 1.5%添加区 3%添加区 

開始時        

pH 7.34 (0.26) 7.18 (0.09) 7.07 (0.07)  7.57 (0.09) 7.41 (0.21) 7.07 (0.26) 

全 VS (kg) 2.48 (0.11) 2.58 (0.11) 2.68 (0.13)  2.38 (0.12) 2.51 (0.17) 2.62 (0.17) 

全窒素 (g) 40.56 (0.98) 40.57 (1.51) 40.62 (0.88)  40.40 (0.68) 40.24 (0.88) 40.18 (0.78) 

終了時        

pH 8.72 (0.26) 8.42 (0.41) 8.33 (0.44)  8.63 (0.22) 8.66 (0.17) 8.67 (0.17) 

全 VS (kg) 1.95 (0.10) 2.04 (0.06) 2.07 (0.15)  1.90 (0.10) 1.89 (0.02) 1.97 (0.09) 

全窒素 (g) 36.17 (0.98) 35.16 (0.18) 34.84 (0.59)  35.44 (0.53) 35.81 (0.80) 36.41 (1.13) 

窒素損失 (g) 4.39 (0.30) 5.41 (1.33) 5.78 (0.65)  4.95 (0.48) a 4.43 (0.24) ab 3.78 (0.44) b 

* 3 回の反復試験の平均値を表示。括弧内は SD。 
* 強熱減量 (VS, volatile Solid  概略的な有機物量の指標) 
* 異符号間に有意差あり (p<0.05) 

高通気条件
y = 0.466x + 4.493

R² = 0.933

低通気条件
y = -0.393x + 4.977

R² = 0.995
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* シンボル上のバーは SD (n = 3) 


